
     平成 20年 6月 30日 

区内在住在勤『２００８北京パラリンピック日本代表選手』表敬訪問 
～ 金メダルを目指して！！２６万人区民を代表して区長が激励！ ～ 

本日、９月に開催される“２００８北京パラリンピック競技大会（※）”の日本代表選手として出場が決定した区

内在住在勤の初瀬勇輔さん（視覚障害者柔道９０ｋｇ級）、原口章さん（アーチェリー）の２名が、本区に表敬の

ため訪問した。 

両選手には、激励の言葉とともに、敬意を表する豊島区記念メダルが、高野之夫豊島区長から手渡された。 

日 時 ６月３０日（月）１３時～１３時３０分 場 所 区役所区長応接室（東池袋１-１８-１） 

選手 

プロフィ

ール 

○ 初瀬勇輔（はつせ ゆうすけ）さん 年齢：２７歳 

池袋２丁目在住。サンクステンプ《身体障害者雇用促進研究所㈱》（テンプスタッフ株式会

社 特例子会社/東池袋２丁目） 在勤。 

障害：視聴覚障害 出場種目：視覚障害者柔道９０ｋｇ級 

成績：２００６年 ６月 第２回ＩＢＳＡ柔道世界選手権フランス大会 出場 

   ２００６年１１月 第９回フェスピック・クアラルンプール大会 優勝 

   ２００７年 １月 第２１回全日本視覚障害者柔道大会     優勝 

   ２００７年 ７月 第３回ＩＢＳＡ柔道世界選手権ブラジル大会 出場 

   ２００７年１１月 第２２回全日本視覚障害者柔道大会     優勝  

○ 原口章（はらぐち あきら）さん 年齢５３歳  

所沢市在住。株式会社三越池袋店（東池袋１丁目）在勤。 

障害：右下肢機能障害 出場種目：アーチェリー 

成績：１９９９年    ＩＰＣ世界選手権イギリス大会       出場 

   ２０００年 ９月 シドニーパラリンピック          出場 

   ２００７年 ７月 ジャパンパラリンピック          ３位 

   ２００７年１０月 ＩＰＣ世界選手権韓国大会        １７位 

   ２００８年 １月 アジア・オセアニア選手権タイ大会  ７位、団体戦優勝 

   ２００８年 ５月 ジャパンパラリンピック          ２位 

コメント 

など 

高野之夫区長は、「２６万人区民を代表して、心から激励をするとともに健闘を祈りたい」

と２人の選手にエールを送った。初瀬勇輔選手は、「目標は金メダル！障害を持っている人

でも輝かしい舞台に立てる。障害は決して人生の障害ではない！ということをパラリンピ

ックを通して伝えたい」と語った。原口章選手は、「障害がある人も、表へ出て色々なこと

に挑戦してほしい。目標は、メダルですね」と語った。 

補足説明 
※…開催期間：９月６日～１７日 開催地：北京 実施競技：柔道、アーチェリー、陸上

競技、自転車競技、馬術など２０種目。パラリンピック概要：国際パラリンピック委員会

主催。身体障害者を対象とした世界最高峰のスポーツ競技大会。１９８８年ソウル大会以降、

オリンピックと同年、同場所での開催が義務付けられている。２００４年アテネ大会から夏

季オリンピックと共同の開催組織委員会が運営。 

写 真 

＊写真は

メールで

送ります 

 

問 合 せ 障害者福祉課  
 

区長・議長からの激励を受ける選手 

 

原口選手（左）、初瀬選手（右） 

 
 


